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午前９時３０分開会 

○議長（岡田 勇君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日はご苦労さまです。 

 ただいまから、平成３０年和束町議会第４回定例会を再開いたします。 

 本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、４番、井上武津男議員、５

番、岡田泰正議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の議席の議員にお願いをいたします。 

 日程第２、諸般の報告を行います。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 皆さん、おはようございます。 

 ただいま議長のお許しをいただきました。東部塵芥処理施設の一部休止についての

ご報告をさせていただきたいというように思います。 

 ご案内のとおり、この東部塵芥処理施設は地元とも２０年の内容、そして、再延長

しない、この内容で協定を結び、進めてまいりました。そして、その期限が来年の３

月３１日に迎えようとしています。 

 これまでの間、地元にこれまでのお礼と、そして再延長についてお願いをしてまい

りました。地元下島区、そして撰原区、そして石寺区、そうして回らせていただきま

した。一部区においては、再延長に強い反対、意見もありましたが、多くの皆さん方

については、これまで事故なく運転してこられたということはよかったと。再延長も

反対はしない。ただ、一時一呼吸を置いて話をさせていただきたい、こういう話であ

りました。 
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 私どもはやっぱり住民のそういったご意見を真摯に受けとめながら、施設の一時休

止もやむを得ない、こういうことで判断をさせていただきました。それまでの間は民

間等に委託と、そういう方向で進めていくべく、現在、事務を進めておりますので、

ここに時間をいただきまして、議員の皆さんにご報告をさせていただきたいと、この

ように思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第３、閉会中の広域連合議会の報告を求めます。 

 相楽東部広域連合議会、畑 武志議員。 

○相楽東部広域連合議会議員（畑 武志君） 

 それでは、改めまして、おはようございます。 

 相楽東部広域連合議会の報告を行います。 

 平成３０年第３回相楽東部広域連合議会定例会は、去る１２月１４日午前９時３０

分から南山城村議場において開催されました。 

 開会宣言に続き会期の決定、閉会中の委員会報告があり、その後、３名の議員によ

り一般質問が行われました。 

 初めに、南山城村、鈴木議員が、連合の文化財保護条例の運用や南山城村における

スクールバスの昼間活用、通学路の安全対策について質問をされました。 

 続いて、和束町の岡田議員からは、今後の東部３町村のごみ処理の方向性とテール

アルメ裁判の経過並びに教育委員会発足１０年での評価やイジメ問題の実態、全日本

中学陸上競技選手権大会優勝に関して。 

 そして、最後に、笠置町の西議員から、教育委員会「笠置分室」の移転と小中学校

の安全対策並びに今後のごみ処理についての質問がありました。 

 続いて、付議されました各議案について審議が行われました。 
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 まず、認定第１号 平成２９年度相楽東部広域連合一般会計決算認定については、

会計管理者からの決算概要説明や監査委員からの監査報告に基づき、審議の結果、賛

成多数で認定されました。 

 次に、議案第６号 平成３０年度相楽東部広域連合一般会計補正予算（第２号）に

ついては、歳入歳出それぞれ１,１７２万２,０００円を追加し、歳入歳出総額を９億

５,８２３万８,０００円とするもので、主な内容は、歳入では、平成２９年度の剰余

金を前年度繰越金として計上し、構成町村の負担金及び分担金と相殺するものであり、

歳出では、クリーンセンターの緊急修繕工事費用や和束町給食センターの空調設備実

施設計業務の委託費用の追加などを行うもので、全員賛成で可決されました。  

 最後に、各委員会の閉会中の継続審査及び調査の件について決定し、会議を閉会い

たしました。 

 以上で、平成３０年第３回相楽東部広域連合議会定例会の報告を終わります。 

○議長（岡田 勇君） 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４、議案第４６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例、議案第４７号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例、以上２件を一括議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例及び議案第４７号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

の提案理由を申し上げます。 

 人事院勧告並びに国家公務員の職員給与法の改正に伴い、条例の一部を改正いたし

たく提案させていただいた次第であります。 
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 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうより、議案第４６号及び議案第４７号の説明を申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４６号 

      特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の 

      一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 議長のお許しをいただいておりますので、資料Ｎｏ.４６の新旧対照表の次につけ

ております特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正概要に

基づき説明させていただきます。 

 本一部改正につきましては、人事院勧告及び一般職の職員の給与に関する法律等の

改正に伴い、一般職の指定職職員に準じて所要の改正を行うものでございます。  

 第１条につきましては、平成３０年１２月期末手当支給率を０.０５カ月分引き上

げ、１００分の１７２.５から１００分の１７７.５に改正するものでございます。 

 なお、施行期日につきましては、平成３０年４月１日でございます。 

 続いて、第２条でございますが、６月と１２月の期末手当支給率を同じ率に改正す

るものでございます。 

 ６月につきましては、１００分の１５７.５から１００分の１６７.５へ、また、１

２月につきましては、１００分の１７７.５から１００分の１６７.５ということで、

これにつきましては、施行期日が平成３１年４月１日となっているところでございま
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す。 

 続いて、議案第４７号でございます。 

 議案第４７号 

和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 上記議案を提出する。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 議案第４７号につきましても議長のお許しをいただきましたので、資料Ｎｏ.４７

の別表の後に職員の給与表の一覧を載せさせていただいて、その次になりますが、和

束町の職員の給与に関する条例の一部改正概要に基づき説明をさせていただきます。 

 この一部改正につきましては、人事院勧告及び国家公務員の職員給与法の改正に伴

い、所要の改正を行うものでございます。 

 第１条では、宿日直手当の勤務１回を２００円引き上げて４,４００円に、５時間

未満の場合は１００円引き上げて２,２００円に、１２月２９日から翌年１月３日ま

での間は３００円引き上げて８,１００円に改定するものでございます。 

 また、平成３０年１２月勤勉手当支給率を０.０５カ月分引き上げ０.９５カ月分に

改正するものでございます。 

 また、給料月額につきましても、平均０.２％の引き上げを基本に、資料としてつ

けております給料表を改定するものでございます。 

 施行期日につきましては、平成３０年４月１日でございます。 

 第２条につきましては、６月と１２月の期末手当を一律１.３カ月分に改正するも

のでございます。 

 また、６月と１２月の勤勉手当も一律－０.９２５カ月分に改正するものでござい

ます。 

 なお、施行期日につきましては、平成３１年４月１日でございます。 
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 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は、１件ごとに行います。 

 議案第４６ 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正

する条例を、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４６号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条

例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されました。 

 議案第４７号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４７号 和束町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

は、原案のとおり可決されました。 

 日程第５、議案第４９号 土地改良事業の施行について（災害復旧）を議題といた

します。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４９号の提案理由を申し上げます。 

 平成３０年７月豪雨災害により、発生の農地、農業用施設災害復工事を施工するに

当たり、土地改良法第９６条の４第１項において準用する同法第８７条の５第１項の

規定により、議会の議決を求める必要があることから、ここに提案させていただいた

次第であります。 

 よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうから、議案第４９号についてのご説明をさせていただきます。 

 議案書をおめくりください。 

 議案第４９号 

土地改良事業の施行について（災害復旧） 

 和束町において、災害復旧事業を下記のとおり施行することについて、土地改良法

（昭和２４年法律第１９５号）第９６条の４第１項において準用する同法第８７条の

５第１項の規定により、議会の議決を求める。 

 事業名：災害復旧事業、工事名：農地農業用施設災害復旧工事、内容：平成３０年

発生災害、数量：３件、金額：１,４００万円でございます。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 ここで、若干、今回の農災についてのご説明をさせていただきます。 

 今回ご提案させていただきました災害につきましては、先ほど町長が申しましたと

おり、農地農業用施設災害でございます。 
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 復旧に当たりましては、平成３０年９月１８日に災害査定を受検しました。農業施

設水路１件、道路２件の計３件でございます。 

 これらの災害につきましては、いずれも本年７月４日から８日にかけての平成３０

年７活豪雨により被災したものです。被災箇所につきましては、石寺、釜塚、園の３

地区でございます。 

 なお、復旧工事に着手すべく、査定決定後、事務を進めてきたところで、今月１２

月６日付で復旧工事に係る着工協議が整いましたので、今後、公共土木施設再開復旧

工事とあわせて工事発注を計画しているところで、復旧工法につきましては、ほぼブ

ロック積工法での復旧を計画しております。 

 以上、議案第４９号の説明とさせていただきます。 

 ご審議いただき、ご採決いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終了いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 

 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 議案第４９号 土地改良事業の施行について（災害復旧）を原案のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４９号 土地改良事業の施行について（災害復旧）は、原案の
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とおり可決されました。 

 日程第６、同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題といた

します。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 同意第２号の提案理由を申し上げます。 

 固定資産評価審査委員会委員３名のうち２名の任期満了に伴い、松田義彦氏及び和

田嘉昭氏を同委員に選任いたしたく、地方税法第４２３条第３項の規定により、議会

の同意を求めたく提案させていただいた次第であります。 

 よろしくご審議の上、ご同意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうからは、同意第２号について説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 意第２号 

固定資産評価審査委員会委員の選任について 

 下記の者を固定資産評価審査委員会委員に選任したいので、地方税法第４２３条第

３項の規定によって、議会の同意を求める。 

記 

  住  所  京都府相楽郡和束町大字白栖小字向山１１番地 

  氏  名  松田義彦 

  生年月日  昭和２７年１０月２５日 

 同じく、もう一方につきましては、 
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  住  所  京都府相楽郡和束町大字別所小字奥田２番地の２ 

  氏  名  和田嘉昭 

  生年月目  昭和２９年３月１０日 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 次のページに資料Ｎｏ.２といたしまして、それぞれの松田様、和田様の略歴書を

載せさせていただいております。お目通しいただきますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 お諮りいたします。 

 本案は人事案件につき、質疑、討論を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 これより、採決いたします。 

 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について、原案のとおり同意する

ことに賛成の方は起立を求めます。 

 起立全員です。 

 したがって、同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案の

とおり同意することに決定いたしました。 

 日程第７、議案第４１号 平成３０年度補正予算（第４号）、議案第４２号 平成

３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第４３号 平成３０

年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、議案第４４号 平成３０年度

和束町下水道事業特別会計補正予算（第３号）、議案第４５号 平成３０年度和束町

介護保険特別会計補正予算（第３号）、以上５件を一括議題といたします。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 
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 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 議案第４１号から議案第４５号の提案理由を申し上げます。 

 議案第４１号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第４号）は、災害復旧事業、

障害者自立支援事業、相楽東部広域連合負担金、農業者等復興支援事

業、人事院勧告に伴う職員人件費並びに町道舗装維持管理事業の見直

し等において 

 議案第４２号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、

事業勘定においては、保険給付費並びに平成２９年度国民健康保険療

養給付費等国庫負担金の額の確定に伴う返還金について、直営診療施

設勘定においては、診療所施設の給水管の引き直し工事費等について 

 議案第４３号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、

統合簡易水道整備事業、町道山口線拡幅改良事業に伴う水道管布設替

え事業、人事院勧告に伴う人件費等において 

 議案第４４号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、管

渠施設（グラインダーポンプ）の修繕費において 

 議案第４５号 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、保険

事業勘定における居宅介護サービス給付費並びに高額介護サービス給

付費等において 

それぞれ予算補正を必要といたしますので、提案させていただいた次第であります。 

 ご審議の上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 それでは、私のほうからは、議案第４１号 平成３０年度和束町一般会計補正予算
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（第４号）の説明をさせていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４１号 

平成３０年度和束町一般会計補正予算（第４号） 

 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４,４００万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億７,９７０万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚めくっていただきまして、第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 １２款分担金及び負担金、７,４０８万２,０００円、１２２万５,０００円、７,５

３０万７,０００円。 

 １４款国庫支出金、２億７,８２８万３,０００円、△６,３１８万１,０００円、２

億１,５１０万２,０００円。 

 １５款府支出金、１億９,２３３万８,０００円、１,４９１万１,０００円、２億７

２４万９,０００円。 

 １７款寄付金、２７万１,０００円、８万５,０００円、３５万６,０００円。 

 １９款繰越金、７,３５６万６,０００円、１,５１６万円、８,８７２万６,０００
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円。 

 ２１款町債、４億２,９００万円、△１,２２０万円、４億１,６８０万円。 

 歳入合計。３３億２,３７０万円、補正額△４,４００万円、３２億７,９７０万円

でございます。 

 めくっていただきまして、続きまして、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、補正前の額、補正額、計の順に説明申し上げます。 

 １款議会費、５,５２０万４,０００円、１４万８,０００円、５,５３５万２,００

０円。 

 ２款総務費、６億１,０３３万１,０００円、６１４万円、６億１,６４７万１,００

０円。 

 ３款民生費、６億９,０３４万７,０００円、５００万２,０００円、６億９,５３４

万９,０００円。 

 ４款衛生費、４億６,１６０万１,０００円、８５６万４,０００円、４億７,０１６

万５,０００円。 

 ５款農林業費、１億９,１８８万円、２４１万６,０００円、１億９,４２９万６,０

００円。 

 ７款土木費、２億９,９０６万７,０００円、△１億１,２８７万円、１億８,６１９

万７,０００円。 

 ８款消防費、２億１,８１０万１,０００円、６０万円、２億１,８７０万１,０００

円。 

 １０款災害復旧費、５,２２７万２,０００円、４,６００万円、９,８２７万２,０

００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、第２表 地方債補正でございます。 

 １．変更。 
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 起債の目的、補正前：限度額・起債の方法・利率・償還の方法、補正後：限度額・

起債の方法・利率・償還の方法の順に説明申し上げます。 

 門前橋整備事業（過疎対策）、１,４４０万円、証書借入又は証券発行、年５％以

内（ただし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金に

ついて、利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、政府資金につ

いては、その融資条件により、銀行その他の場合には、その債権者と協定するものよ

る。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還も

しくは低利に借換えすることができる、７３０万円。 

 起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同様でございますので、

省略させていただきます。 

 続いて、道路拡幅改良事業（過疎対策）、２,９３０万円、３,６７０万円。 

 橋梁補修事業（過疎対策）、１,２６０万円、１,０７０万円。 

 道路舗装維持管理事業（過疎対策）、２,９３０万円、５１０万円。 

 災害復旧事業、３,２１０万円、４,５７０万円。 

 計でございます。補正前１億１,７７０万円、補正後１億５５０万円。 

 続いて、資料Ｎｏ.４１、予算に関する説明書で説明を申し上げます。 

 １ページから４ページにつきましては重複しますので、省略をさせていただきまし

て、５ページ、６ページをお願いいたします。 

 ２．歳入。 

 なお、主な補正額のみ説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 １２款分担金及び負担金、１項分担金、１目災害復旧費分担金、補正額１２２万５,

０００円でございます。 

 これにつきましては、１節農林業施設災害復旧費分担金として１２２万５,０００

円計上させていただいております。 
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 １４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、補正額３０７万円で

ございます。 

 これにつきましては、１節社会福祉費負担金、障害者自立支援給付費負担金で３０

７万円の補正額でございます。 

 同款、同項、３目災害復旧費国庫負担金、補正額２,１３４万４,０００円でござい

ます。 

 これにつきましては、１節公共土木施設災害復旧費負担金ということで、道路橋り

ょう災害復旧費負担金１,２００万６,０００円、河川災害復旧費負担金９３３万８,

０００円でございます。 

 続いて、１４款国庫支出金、２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金、補正額△８ ,

８１２万９,０００円でございます。 

 これにつきましては、３節道路橋りょう費補助金ということで、橋りょう長寿命化

修繕計画補助金が△１,３０７万５,０００円、社会資本整備総合交付金（道路）でご

ざいますが、△７,５０５万４,０００円となっております。 

 続きまして、１５款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金、補正額１５３

万５,０００円でございます。 

 これにつきましては、１節社会福祉費負担金で障害者自立支援給付費負担金１５３

万５,０００円でございます。 

 １５款府支出金、２項府補助金、４目農林業費府補助金、補正額１７１万３,００

０円。 

 １節農業費補助金で１６７万７,０００円。主なものにつきましては、農業者等復

興支援事業費等補助金（宇治茶生産施設）ということで、１７８万８,０００円計上

させていただいております。 

 同款、同項、９目災害復旧費府補助金、補正額９１０万円でございます。 

 １節農林業用施設災害復旧費補助金で９１０万円計上させていただいております。 
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 １５款府支出金、３項委託金、１目総務費委託金で、補正額２４１万３,０００円

でございます。 

 ３節選挙費委託金といたしまして、来年４月予定の京都府議会議員選挙委託金でご

ざいます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 １９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１,５１６万円の補正でございます。 

 １節前年度繰越金でございます。 

 ２１款町債、１項町債、４目土木債、補正額△２,５８０万円でございます。 

 １節道路橋りょう債ということで△２,５８０万円で、内訳といたしまして、過疎

対策事業債（門前橋整備事業）△７１０万円、（道路拡幅改良事業）７４０万円、

（橋梁補修事業）△１９０万円、（舗装維持管理事業）△２,４２０万円でございま

す。 

 同款、同項、７目災害復旧費、１,３６０万円の補正でございます。 

 これにつきましては、１節農林業施設災害復旧債といたしまして３１０万円、２節

公共土木施設災害復旧債といたしまして１,０５０万円。内訳といたしましては、道

路災害復旧事業債５９０万円、河川災害復旧事業債４６０万円でございます。  

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、主なものの説明とさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正額２６４万円でございます。 

 主な内容につきましては、職員の人件費並びに１９節負担金補助及び交付金という

ことで１７８万円の補正額でございます。これにつきましては、京都府町村会情報セ

ンター負担金ということで、ＴＲＹ－Ｘ及び財務会計システムに係るＷｉｎｄｏｗｓ

１０移行に伴う外字文字修正対応の費用でございます。 

 続いて、１１ページ、１２ページをお願いいたします。 
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 ２款総務費、４項選挙費、５０目京都府議会議員選挙費、補正額２４１万３,００

０円でございます。 

 主なものにつきましては、１１節需用費１１１万２,０００円、選挙に係ります消

耗品等でございます。 

 １２節役務費２４万２,０００円、通信運搬費ほかでございます。 

 １３節委託費２９万２,０００円、ポスター掲示場設置委託料でございます。 

 １６節原材料費４２万円、ポスター掲示板等の費用でございます。 

 続いて、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、６１５万８,０００

円の補正額でございます。 

 主なものといたしまして、２０節扶助費６１４万、障害者自立支援事業に係る部分

でございます。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、３目保育所費、補正額△２２６万２,０００円でご

ざいます。 

 主なものにつきましては、９月末退職職員に係ります人件費を減額させていただい

ているものでございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、４目環境衛生費、５６９万６,０００円の補正でご

ざいます。 

 主なものといたしまして、２８節繰出金、下水道事業特別会計繰出金１０１万２,

０００円、簡易水道事業特別会計繰出金４６０万５,０００円でございます。 

 ４款衛生費、２項清掃費、１目塵芥処理費、２７７万５,０００円の補正でござい

ます。 

 １９節負担金補助及び交付金で、相楽東部広域連合負担金２７７万５,０００円で

ございます。 

 １５ページ、１６ページをお願いいたします。 
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 ５款農林業費、１項農業費、４目茶業振興費、１７８万８,０００円の補正額でご

ざいます。 

 １９節負担金補助及び交付金ということで、農業者等復興支援事業費等補助金、宇

治茶生産施設で１７８万８,０００円計上させていただいております。 

 ７款土木費、２項道路橋りょう費、３目道路新設改良費、補正額は△１億１,４０

０万円でございます。 

 これにつきましては、１３節委託料、橋梁補修設計業務委託料で１,５００万円の

減額、１５節工事請負費で１億円の減額、２２節補償補填及び賠償金で補償金１００

万円の増額でございます。 

 ７款土木費、５項住宅費、１目住宅管理費、１００万円の補正額でございます。 

 これにつきましては、１１節需用費ということで、修繕費１００万円計上させてい

ただいております。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費、１,

４００万円の補正額でございます。 

 これにつきましては、１５節工事請負費、農業用施設災害復旧工事費として１,４

００万円計上させていただいております。 

 同款、２項公共土木施設災害復旧費、１目道路橋りょう施設災害復旧費１,８００

万円の補正額でございます。 

 １５節工事請負費で道路橋りょう災害復旧工事費１,８００万円を計上させていた

だいております。 

 同款、同項、２目河川災害復旧費、１,４００万円の補正額でございます。 

 １５節工事請負費で、河川災害復旧工事費として１,４００万円計上させていただ

いております。 

 なお、１９ページ、２０ページにつきましては給与費明細を載せさせていただいて
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おります。お目通しのほう、よろしくお願いいたします。 

 なお、特別会計につきましては、それぞれの担当課長から説明申し上げますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 おはようございます。 

 続きまして、私から、議案第４２号についてご説明申し上げます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４２号 

平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４８１万４,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億９,７４５万円

とし、直営診療施設勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２８０

万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１,０３５万円とす

る。 

 ２ 事業勘定及び直営診療施設勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補

正」による。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 
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 款、補正前の額、補正額、計の順に申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 ４款府支出金、４億７,４９７万２,０００円、２,０２０万円、４億９,５１７万２,

０００円。 

 ７款繰越金、２６万７,０００円、１,４６１万４,０００円、１,４８８万１,００

０円。 

 歳入合計、６億６,２６３万６,０００円、３,４８１万４,０００円、６億９,７４

５万円。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 ２款保険給付費、４億５,６１７万６,０００円、２,０２０万円、４億７,６３７万

６,０００円。 

 ８款諸支出金、４０万３,０００円、１,４６１万４,０００円、１,５０１万７,０

００円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、資料Ｎｏ.４２、予算に関する説明書によりご説明申し上げます。 

 １ページから４ページの総括は議案書と重複しますので、説明を省略させていただ

きます。 

 ５ページ、６ページをお開きいただきたいと思います。 

 まず、歳入でございます。 

 ４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費等交付金、補正額が２,０２０万円。 

 １節普通交付金でございます。 

 ７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１,４６１万４,０００円の補正でございま

す。 

 １節前年度繰越金でございます。 

 めくっていただきまして、７ページ、８ページでございます。 
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 歳出のほうでございます。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、１,４５０万円の

補正でございます。 

 １９節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費、５７０万円の補正。 

 こちらにつきましても、１９節負担金補助及び交付金の補正でございます。 

 ８款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２目償還金、１,０６１万４,０００円

の補正でございます。 

 ２３節償還金利子及び割引料で計上しております。なお、こちらにつきましては、

平成２９年度国民健康保険療養給付費等負担金の確定に伴います返還金でございます。 

 以上でございます。 

 なお、直営診療施設勘定の補正につきましては、診療所事務長と説明を交代させて

いただきます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 国保診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 続きまして、私のほうからは、議案第４２号の平成３０年度和束町国民健康保険特

別会計補正予算（第２号）（直営診療施設勘定）につきまして説明させていただきま

す。 

 なお、議案の内容につきましては、さきに税住民課長が申し上げましたので、省略

させていただきます。 

 議案書の３枚目でございます。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 １．歳入。 
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 款、補正前の額、補正額、計の順に説明させていただきます。 

 ５款繰越金、３３５万円、２８０万円、６１５万円。 

 歳入合計、１億７５５万円、２８０万円、１億１,０３５万円でございます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 同様に、１款総務費、６,９３３万７,０００円、２８０万円、７,２１３万７,００

０円。 

 歳出合計は、歳入合計と同額でございます。 

 続きまして、予算に関する説明書Ｎｏ.４２の直営診療施設勘定につきまして説明

させていただきます。 

 総括は省略させていただきまして、５ページ、６ページでございます。 

 ２．歳入。 

 ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、補正額が２８０万円でございます。 

 これにつきましては、１節前年度繰越金２８０万円、純繰越金でございます。 

 めくっていただきまして、歳出のほうでございます。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費で補正額が２８０万円。 

 これにつきましては、主なものとしましては１１節需用費５５万円、光熱水費、そ

して１５節工事請負費ということで２２０万円でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 説明の途中ですが、ただいまから１０時４０分まで休憩します。 

休憩（午前１０時２４分～午前１０時４０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き質疑を続けます。 

 説明を続けます。 

 建設事業課長。 



― 26 ― 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 それでは、私のほうからは、議案第４３号、４４号についての説明をさせていただ

きます。 

 議案書をお開きください。 

 議案第４３号 

平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８００万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,９４６万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 ２款分担金及び負担金、１項分担金、補正前の額８３１万２,０００円、補正額１

００万円、計９３１万２,０００円。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、補正前の額４,８１８万１,０００円、補正額４

６０万５,０００円、計５,２７８万６,０００円。 

 ６款繰越金、１項繰越金、補正前の額１６９万２,０００円、補正額２７９万５,０

００円、計４４８万７,０００円。 
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 ８款町債、１項町債、補正前の額１億４,２１０万円、補正額△４０万円、計１億

４,１７０万円。 

 歳入合計でございます。補正前の額３億２,１４６万円、補正額８００万円、計３

億２,９４６万円です。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、補正前の額５,１６０万６,０００円、補正額１５０

万円、計５,３１６万６,０００円。 

 ２款施設費、１項施設費、補正前の額１億７,６８７万円、補正額６５０万円、計

１億８,３３７万円。 

 歳出合計につきましては、歳入と同額でございます。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債の補正でございます。 

 変更、起債の目的、補正前の限度額、起債の方法、利率、償還金、補正後の限度額、

起債の方法、利率、償還の方法でご説明をさせていただきます。 

 水道施設整備事業、１億４,２１０万円、証書借入又は証券発行、年５％以内（た

だし、利率見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、

利率の見直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法：政府資金

については、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するもの

よる。ただし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還

もしくは低利に借換えすることができる。 

 補正後でございます。 

 限度額１億４,１７０万円、起債の方法・利率・償還の方法については、補正前と

同様でございます。 

 それでは、予算に関する説明書Ｎｏ.４３をお開きください。 

 ５ページ、６ページからの説明とさせていただきます。 

 歳入でございます。 
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 ２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金でございます。 

 工事費分担金として１００万円。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。 

 一般会計より４６０万５,０００円でございます。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金でございます。 

 純繰越金として２７９万５,０００円。 

 ８款町債、１項町債、１目施設債。 

 水道施設整備事業債として、△４０万円でございます。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 歳出につきまして主なものとしましては、１款総務費、１項総務管理費、１目一般

管理費。 

 これは人件費でございます。給与会計におきまして改正をさせていただきます。 

 ２款施設費、１項施設費、１目施設費。 

 １３節委託料、用地測量委託料として５０万円。 

 １５節工事請負費、町道山口線拡幅改良工事に伴う水道管布設替工事として１００

万円、統合簡易水道整備工事に対しまして５００万円でございます。 

 なお、給与明細につきましては、後のページにつけておりますので、後、お目通し

のほうをよろしくお願いいたします。 

 続きまして、 

 議案第４４号 

平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０１万２,０００円を追
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加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２,６０７万３,０００円とす

る。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 既定の地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりください。 

 第１表 歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、補正前の額１億５,１７９万１,０００円、補正

額１０１万２,０００円、計１億５,２８０万３,０００円。 

 ８款町債、１項町債、補正前の額３千８００万円、補正額２００万円、計４,００

０万円でございます。 

 歳入合計、補正前の額２億２,３０６万１,０００円、補正額３０１万２,０００円、

計２億２,６０７万３,０００円。 

 １枚おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 ２款管理費、１項施設管理費、補正前の額４,２５５万１,０００円、補正額３０１

万２,０００円、計４,５５６万３,０００円。 

 歳出の合計でございます。歳入と同額で、省略させていただきます。 

 おめくりいただきまして、第２表 地方債の補正。 

 起債の目的、補正前、限度額、起債の方法、利率、償還の方法、補正後限度額金、

起債の方法、利率、償還の方法でご説明させていただきます。 

 下水道事業、３,８００万円、証書借入又は証券発行、年５％以内（ただし、利率
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見直し方式で借り入れる政府資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見

直しを行った後においては、当該見直し後の利率）、償還の方法：政府資金について

は、その融資条件により、銀行その他の場合にはその債権者と協定するものよる。た

だし、町財政の都合により、据置期間及び償還期限を短縮し、又は繰上償還もしくは

低利に借換えすることができる。 

 補正後の限度額です、４,０００万円、起債の方法・利率・償還の方法につきまし

ては、補正前と同様でございます。 

 それでは、資料Ｎｏ.４４をごらんください。 

 こちらも５ページから説明させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金でございます。１０１万２ ,

０００円。 

 ８款町債、１項町債、１目下水道事業債。 

 こちらにつきましては、１節特定環境保全公共下水道事業債でございます。２００

万円。 

 おめくりいただきまして、歳出でございます。 

 ２款施設費、１項施設管理費、２目管渠管理費でございます。 

 １１節需用費の修繕費でございます。マンホールポンプの修繕２カ所を計画してお

ります。 

 以上、議案第４３号、４４号の説明とさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 私のほうからは、議案第４５号について説明させていただきます。 
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 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 議案第４５号 

平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 保険事業勘定の既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２０万９,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億３,６８６万５,

０００円とする。 

 ２ 保険事業勘定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並び

に補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                          平成３０年１２月２０日提出 

                          和 束 町 長   堀  忠 雄 

 １枚おめくりいただきまして、第１表 歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入でございます。 

 款、補正前の額、補正額、計の順番に説明させていただきます。 

 １款保険料、１億２,５５６万９,０００円、△５１万３,０００円、１億２,５０５

万６,０００円。 

 ３款国庫支出金、１億４,７９７万５,０００円、２３８万円、１億５,０３５万５,

０００円。 

 ４款支払基金交付金、１億６,１４６万５,０００円、６１万円、１億６,２０７万

５,０００円。 

 ５款府支出金、９,１５５万６,０００円、２９万１,０００円、９,１８４万７,０

００円。 

 ７款繰入金、８,５１３万８,０００円、４４万１,０００円、８,５５７万９,００
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０円。 

 歳入合計、６億３,３６５万６,０００円、３２０万９,０００円、６億３,６８６万

５,０００円。 

 １枚めくっていただきまして、歳出でございます。 

 ２款保険給付費、５億７,３８４万９,０００円、１６８万６,０００円、５億７,５

５３万５,０００円。 

 ４款地域支援事業費、３,４８７万４,０００円、１５２万３,０００円、３,６３９

万７,０００円。 

 歳出合計につきましては、歳入合計と同額でございます。 

 それでは、続きまして、予算に関する説明書、資料Ｎｏ.４５をお願いいたします。 

 １から４ページにつきましては総括でございますので、省略させていただきます。 

 ５ページをお開きください。 

 歳入でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、補正額△５１万３,０

００円。 

 これにつきましては、現年度の特別徴収保険料が△３１万９,０００円、現年度分

の普通徴収保険料が△１９万４,０００円でございます。 

 ３款国庫支出金、２項国庫補助金、２目地域支援事業交付金（総合事業）、補正額

１４３万３,０００円。 

 これにつきましては、現年度分の地域支援事業交付金で１４３万３,０００円でご

ざいます。 

 めくっていただきまして、歳出でございます。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、補正額

７６０万円。 

 これにつきましては、在宅介護のサービスに係る負担金で、１９節負担金補助及び
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交付金として７６０万円でございます。 

 同款、同項、３目地域密着型介護サービス給付費、補正額△１５０万円。 

 これにつきましては、地域密着型の小規模事業所によるサービス給付費の減額でご

ざいます。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、△３００万円。 

 これにつきましては、特養などの施設介護サービス費に係る負担金でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、２２０万円。 

 これにつきましては、介護サービス計画の作成に係るケアマネジャーの費用となっ

ております。 

 同款、２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス給付費、△５００万円。 

 これにつきましては、要支援認定を受けられた方の在宅サービスに係るものでござ

いまして、これの金額の一部につきましては、地域支援事業の総合事業のほうに移っ

ております。 

 おめくりいただきまして、同款、４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービ

ス費、補正額１００万円。 

 これにつきましては、１カ月の限度額を超えた分についてのサービス費の払い戻し

に係る負担金ということで、１００万円計上させていただいております。 

 めくっていただきまして、４款地域支援事業費、３項包括的支援事業・任意事業、

１０目認知症初期集中支援推進事業、補正額１５万円。 

 これにつきましては、複数の専門家等による家庭での訴え等による認知症が疑われ

る人などに、初期に集中してサポートを行う事業でございまして、笠置町、南山城村

と３町村で相楽東部広域連合に委託をしている事業でございます。 

 同款、同項、１１目在宅医療・介護連携推進事業、補正額７９万５,０００円。 

 これにつきましては、医療と介護両方必要になる高齢者の住みなれた地域で暮らし

続けられるよう一体的に提供するため、医療機関と介護サービス事業者、また福祉事
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業者などの関係者と連携を推進し、また、カフェなどで情報提供とかをしたり、啓発

したりするための事業で、相楽５市町村と相楽医師会との間で委託をするための委託

料でございます。 

 私につきましては、以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 おはようございます。 

 それでは、補正予算について審議させていただきます。 

 まず、一般会計の１１ページ、戸籍住民登録費に関連しまして、前回の委員会でも

若干取り上げさせていただきましたけども、いわゆる自衛隊への個人情報の提供につ

いて、その後の動きも踏まえて少しお聞きしておきたいと思います。 

 まず、先日の委員会でも明らかになりましたように、１１月に新聞報道がありまし

た、いわゆる自衛隊のほうから依頼があった１８歳などの個人情報について、名簿で

提供していたということが明らかになりました。 

 その後ですね、新聞報道がありまして、これは１２月３日の報道なんですけども、

町村会長も務めておられます井手町の汐見町長が、この問題について京都府から要請

があったということを明かされて、信頼できる京都府からの要請なので問題はないと

いうふうに思っていたというようなコメントも出されておりますけども、その辺は町

長も同じ認識を共有されているということでよろしいかをお聞きしておきたいのと、

いずれにしてもですね、先日の委員会での議論も含めて多くの自治体が慎重な対応を

しているということや、また、専門家からのいわゆる違法ではないかといった、そう

いう懸念も示されているような案件でありますので、最低限、やはり当面はこういっ
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た提供は注視するということが今後必要だと思いますけども、それも含めて町長のご

見解をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 この件につきましては、国のほうから、まずは京都府に要請があります。そして、

京都府から各自治体に協力要請といいますか、今、各自治体に要請があると思います。 

 和束町が所属しておりますのは、城南戸籍協議会、これは井手町も入っていただい

ておるわけなんですが、そういったところで慎重な協議をしてやっていました。  

 そういう中では、京都府から要請があるんだから、だから城南戸籍で慎重な協議も

してきたわけです。そういう指摘されていることは、城南戸籍に加入しているといい

ますか、協議会のところだろうというように私は認識しております。 

 今後においては、そういう経緯がありますので、その経緯を踏まえて、その協議会、

また近隣の市町村とも十分な連携を深めながら検討もしていきたいと、このように思

っております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いろいろ言われましたけども、中止するとはまだ言われてないと思うんですね。 

 これは個人情報、しかも氏名、年齢、住所、性別といった最も重要な個人情報の４

情報とも言われてますけども、こういったものを本人の同意もなく名簿にして提供し

ていたというのは、これは大変大きな問題だというふうに思うんですね。 

 税住民課長に確認したいんですけども、こういった個人情報の提供というのは、そ

ういった依頼があったら必ずしなければならない義務規程なのか、それとも自治体の
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判断で断ることも任意といいますか、要望規程なのかですね、その辺だけ確認してお

きたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 まず、先日の委員会でも答弁させていただいておりましたが、根拠としている法令

等ですが、自衛隊法の９７条第１項なり施行令の第１２０条等々でございます。 

 自衛隊法施行令１２０条で規定されております事務につきましては、地方自治法施

行令及び同法別表第１で規定されております法定受託事務であるということで規定さ

れております。 

 法定受託事務につきましては、国が本来果たす役割に係る事務であって、国におい

てその適正な処理を特に確保する必要があるものとして、法律またはこれに基づく政

令に特に定めるもので、法律・政令により事務処理が義務づけられているということ

でございます。 

 この紙媒体の提供というのが平成２６年度からで、その際に、こういった判断をし

て紙媒体での提供を行ったところでございます。それ以降、この考え方を踏襲してき

ているというところでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今の課長の話だと、自衛隊にこういった形で、いわゆる紙媒体で名簿にして、特定

の年齢層の氏名や年齢や性別や住所の個人情報を本人の同意もなく提供することが義

務なんだということですか。 

 自衛隊法施行令１２０条って言われましたけどね、これをそのまま読んでみますと、
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防衛大臣は、「自衛官の募集に関し、必要があると認めるときは、都道府県知事また

は市町村長に対して必要な方法、または資料の提出を求めることができる」と言われ

たんですよ。例えば、自治体はそれに応じなければならないというような規定の何も

ありませんよ。 

 先日の委員会では、たしか義務ではないと言われましたよね、そのときの答弁では。

義務だったら、なぜ判断が分かれるんですか。 

 要は、京都府内でも１８市町は閲覧にとどめてるんですよ。なのに、和束町の見解

としては、これは義務だと、提供するのは。これはおかしいんじゃないですか。提出

を求めることができるということだけしか書いてないんですよ。それを依頼されたら

必ず出さなければならないというわけですか。そういう事務なんですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 

 はい、お答えいたします。 

 答弁が不十分で申しわけございませんでした。 

 まず、自衛隊法施行令につきましては、岡本議員がおっしゃるとおりの条文となっ

ておりますが、地方自治法施行令で法定受託事務というのが規定されております。そ

の別表第１の中に、この自衛隊法施行令第１２０条に係る部分がのっております。こ

れは情報の提供ということになります。 

 あと、済みません。紙媒体での提供につきましては、平成２６年に総務省の見解が

出ておりまして、提供する情報、適例者情報といいますが、この提供は法定受託事務

であって、住民基本台帳の閲覧によらずに、紙媒体等での情報の提供を受けても、住

民基本台帳法との関係において問題ないとの見解が総務省のほうから示されておると

いうことでございます。 

 先日の委員会で平成２６年の判断のところまで私は調べ切れておりませんでしたの
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で、不十分な答弁となったことはおわび申し上げます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 これは国会の答弁でも当時の片山総務大臣が答弁しているんですけども、「依頼に

応じるところは出す、応じたくないところは出さない、こういう法律関係だと思いま

す」というふうになっておりますよ。 

 だから、要は、応じるか応じないかは自治体の判断であって、義務ではないという

ことなんですよ。だから、全国で半数以上の自治体は、いわゆる閲覧にとどめている

んですよね。これがもし義務だったらね、そうならないでしょう、いいか悪いかは別

にして。勝手に和束町が法の趣旨を曲げて、勝手に義務だというように思い込んで提

供しているだけじゃないかというふうに思うんですよね。 

 それでですね、もう１つ聞きたいのは、先ほど施行令の中に、いわゆる必要な報告、

または資料の提出を求めることができるということの、この「必要な報告、または資

料の提出を求めることができる」としか書いてないんですね。例えば、それはいわゆ

る今、言われたように、適例者名簿であるというものであるというふうには何も書い

てないんです、これは。いわゆる報告または資料の提出を求めることができるとしか

書いてないんです。 

 でも、今回、あなたたちがやられているのは、具体的な氏名であり、住所であり、

性別であり、年齢であるという個人情報であり、しかも１８歳や２２歳という具体的

な年齢であり、しかもそれを紙ベースにして名簿にするということで、そこまでして

いるんですよ。 

 そんなことができるような根拠はどこにあるんですか。なぜ、これだけの施行令の

規定だけでそこまでの情報が必要だというふうに判断されたんですか。そういう紙ベ

ースで出さなけりゃならないという判断をされたんですか。閲覧であっても、それは
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自衛隊が独自にやれば情報は得られるわけですから、それを拒むことはできないかも

しれないけれども、和束町が自治体としてそこまでするというね、そこまで丁寧に対

応しなければならない義務規程というのはどこにあるんですか。 

 それを１つ課長にお聞きしておきたいのと、もう１つですね、個人情報保護の関係

なんですね。 

 基本的に個人情報保護法や条例においては、本人の同意なくしてそういった個人情

報は開示できないといなっているんです、原則は。実際に、どういう場合にできるの

かいった場合には、いわゆる法令に基づく場合、生命・体または財産保護のため、公

衆衛生上の児童健全育成の推進、国の機関・地方公共団体の委託を受けたものが法令

を定める事務に協力する必要がある場合、本人の同意を得ることにより、当該事務の

遂行に支障を及ぼすおそれがあるときとか、いわゆるかなり限られたときしか出せな

いんですね、本人の同意なくして。 

 これは明らかに義務ではないんですよ。義務だったらみんな出すんですよ、義務な

んだから。なのに出してないでしょう。京都府内でも出してるのは８市町村だけです

よ。おかしいでしょう。義務なのになぜ出さないのか。それは和束町が、さっきも言

ったように、法を曲げて勝手に判断して、京都府から言われたから、信頼できるから

出してもいいだろうというだけの判断で出したのにすぎないんですよ。そういうこと

では、法とかは関係なくですね、個人情報保護の規定にも反して勝手にそういうもの

を名簿にして出してるということじゃないんですか。これは明らかに、個人情報保護

条例の違反じゃないんですか。どうなんですか。 

 さっきも言いましたように、これだけ具体的な情報を出さなくちゃいけないという

義務規程ってどこにあるんですか。教えてください。 

○議長（岡田 勇君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（細井隆則君） 
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 はい、お答えいたします。 

 まず、情報の提供、閲覧か紙媒体の提供かは別にしまして、情報の提供につきまし

ては、先ほども言いましたように、法定受託事務であるというのが自衛隊法の施行令

なり地方自治法のほうで定められているというところでございます。 

 紙媒体の提供ということでございますが、まず、平成２６年に、自衛隊また防衛大

臣のほうから、紙媒体での提供をお願いしたいということで依頼があり、それは京都

府を通じて、京都府からも協力してほしいという依頼がございまして、先ほども言い

ましたように、総務省の見解等を勘案して、紙媒体での提供を判断したというところ

でございます。 

 あと、本人の同意の関係でございますが、国または地方公共団体への提供について

は本人の同意は必要でないという判断をしております。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 国や地方公共団体からの依頼であったら絶対出さなくちゃいけないということにな

ってないでしょう。国から言われたら何でも出さなくちゃいけないということじゃな

いと思うんですよね、個人情報保護法の趣旨というのは。基本的に出さないんですよ、

原則としては。 

 今、言われたのは間違っていると思います。国からそういう依頼があったから出さ

なくちゃいけないというもんじゃないということなんです。条件をクリアしたときに

なるんです。今は一列に出してみたいな言い方をされてますよね、国から言われたら。

それは絶対違うと思うんですよね。 

 先ほどから私は、そういったことをしなければならない義務規程はどこにあるんか

って聞いているんですよ。１つも答えてないんですよ。 

 いわゆるその情報や問題というのはどういう中身かって。例えば、紙媒体を渡すに
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しても、個別の名前から、年齢から、住所から、性別から全部そういったものを一覧

表にして名簿として渡さなくちゃいけないというような規定はどこにあるんかって聞

いているんですよ。 

 例えば、１８歳の年齢は何人ですとか、２２歳は何人ですとか、こういう傾向があ

りますとかいうぐらいというのが一般的な報告や資料の中身と言われているんですよ

ね。それをあなたは自衛隊の依頼をうのみにしてですよ、本人の同意もなく勝手に個

人情報を提供しているというのは絶対に許されないことだと思うんですよね、町長。 

 ですから、もし義務であるんだったら、さっきから言ってますように、何でこんだ

け対応が分かれるんかということなんですよ。しかも、このような措置をとっている

のは少数ですよ、義務の割に。そういうことからもですね、町長、先ほどね、もう少

し城南戸籍というところで検討・研究して云々て言われましたけど、これは法違反で

すよ。直ちに中止してから検討してください、そういうことはね。ずっとそんなおそ

れがあることをやりながら、違法状態を続けながら検討するなんてあり得ないです。

ですので、直ちにこれは当面中止して、ほかの多くの方にちゃんとやっているような

閲覧対応というのを私はしていただきたいというように思いますので、これは強く要

望しておきたいと思います。後で答弁いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 ただいまのご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、戸籍に対して、また国のほうにはいわゆる法律ですね、自衛隊法も法律です

か、そういう中で、事務の提供というのは地方自治体に課せられた法的な内容である

わけです。それに基づいて従来から資料を口頭にしろいずれにせよ提供はしてきたと、

こういうことであります。 

 これについては法律で何ら問題になるものではないと、先ほど課長が答弁しており
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ました。ただ１つ問題とされておりますのは、紙媒体を使ってやると、こういうこと

であります。その紙媒体というところについては非常に手段が拡大になったわけであ

ります。だから、これは違法か違法でないかと、こういうことじゃなしに、こういっ

たことが適当か適当でないかというところであると思います。 

 いわゆる法律で事ができるということですけれども、事ができる行使は国がとりま

した。その事ができることについて、媒体、そういった提供を求めてきました。そし

て、それによって京都府は要請してきました。和束町はそうした拡大に向けての手法、

これは違法じゃないですけども、こうしたことについては慎重ということで、１町で

判断はせずしてですね、やはり私も前に答弁させていただきましたように、これだけ

災害が起こってくる異常な中で、自衛隊に係る大きな今までの活動というのは、非常

に大事なところがあるわけであります。 

 そういう観点から、日ごろから自衛隊の委託事務としては、いろいろと募集案内も

かけたり、募集に係る事務はやっているわけですから、その拡大の係るところについ

ては、さっき紙媒体というところではやっぱり慎重にしようということで、１町では

なしに城南戸籍協議会の中で十分慎重審議して、そしてやっていこうと。その中で、

やはり汐見町長も言ってますように、京都府からも非常に要請がある。汐見町長の話

を新聞で紹介しますと、京都府が頼んでいるんだからというところが入っていたんで

すが、しかし、それはそれとして、協議会で十分慎重に審議し、この拡大までしてい

っても、自衛隊の日ごろの活動からしてですね、防災とか、そういった災害救助は大

事だという観点から構成団体はとったと、こういうことであります。 

 先ほど私も答弁しましたように、今後についてはそういう経緯がありますので、そ

の経緯を含めて十分内部審議しながら、今、岡本議員からいただいた内容もあります

ので、そういった内容も含めて、関係町村とも協議会のほうもまた協議の中には入れ

ていきたい。そういうことで判断していきたい、こういうことでありますので、ひと

つご理解のほうをよろしくお願いいたします。 
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 もう１つ、違法と言われましたけど、違法ではないんですね。ここははっきりして

おきたいと思います。 

 違法というのは、そしたらどこに抵触するんですかと、こういうことになるんです。

国が求めてきたんですから、事ができる法律を行使したんですね。行使した以上は、

それを受けなきゃならない。受けていく中での委託の内部が広がったんです。本質的

にその手法まで否定はしてないわけですから、その委託事務には自衛隊の募集に応じ

なけりゃならないわけですから、その範囲内でやってるということであります。そう

いうことから、違法というところではいかないと、このように理解しております。  

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 さっきから言っていますように、これは応じなければならない事務じゃないんです。

義務じゃないんですからね。義務じゃないことなのに個人情報を勝手に提供するとい

うのは違法だと言っているんですよ。義務じゃないんですよ、これは。 

 もうこの問題はこれで最後にしますけど、先ほど京都府から依頼があったからとい

うね、京都府から依頼があったら何でも受けるんですか、町長は。そういう問題です

よ。法律とか云々よりも京都府から依頼があったからやりましたというのが根拠にな

ってますよね、自衛隊は災害救助で頑張っているから。じゃあ、警察はどうなんです

か。救急はどうなんですか。自衛隊の皆さんは国家公務員ですよ。皆さんと同じなん

ですよ、身分は。災害があったときに頑張っておられるのは確かですけども、それは

仕事でやっておられるんです。何らとりたてて自衛隊だけを感謝したりとかする対象

ではないと思うんですよね。ボランティアでされているんと違うんですよ。要請があ

った仕事として行っておられるんですよ。なぜ自衛隊だけ取り上げてね、だから頑張

っておられるから名簿提供せなあかん、こんな理屈どこにありますか。そんなおかし

な特別扱いということを根拠に、いわゆる１８歳や２２歳の若い方の個人情報を原則
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は出してはならないものを、本人の同意なしで、それをわざわざ名簿化までしてやっ

ていること自身がですね、実際にやっているのは少数なわけですから、直ちにそうい

ったことは中止にしていただいて、閲覧のみの対応で、これは認められているわけで

すから仕方ありませんけども、そういう対応にぜひ早急にとどめていただきたいと思

いますので、何ら根拠も示さずにそういうことをされていること自身が違法だという

ことを強く言っておきたいというように思います。 

 次にですね、総務の関係で、交通安全対策費の関係で路線バスのＩＣカード乗車券

というのが３万９,０００円上がっておりますけども、これについて説明をお願いし

ます。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 前回１１月の委員会でもお話をさせてもらいましたが、この３万９,０００円につ

きましては、平成３０年１１月１６日現在で既に当初予算でお願いしておりました１

２人分全て交付をさせていただいております。 

 来年３月までの必要相当数と思われる分、今回、補正予算として計上させていただ

いております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時２７分～午後１時３０分） 

○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 質疑を続けます。 
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 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 済みません、午前中の最後にいわゆるＩＣカードの関係について、バスの関係です

けども、答弁いただきましたけども、町長に、これ自身は以前からもＩＣカード５,

０００円分だけじゃなくて、いわゆるより踏み込んだ免許返納対策も含めましてです

ね、一定踏み込んだ対策をぜひとも今後考えていただきたいということを言ってるわ

けですけども、その辺、町長のお考えをここで一応答弁いただきたいと思います。  

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 これは前からも答えさせていただいておりますが、やはり利便を図るというのは非

常に重要なことであります。そうしたことが、先ほど絶対的なそのものの存続という、

いろんなうちの交通体系の存続という大きな課題も抱えておりますので、総務課長か

らも答弁がありましたように、全体的に見据えながら、いい方向でできることは、で

きる方向で努力していきたいと、こういうように思っているところであります。  

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今後、いわゆる高齢者の方の免許返納の動きというのは一定ふえていくことは考え

られます。そういう中で、免許返納した場合に、やはり交通の手段が基本的に失われ

ていくということになりますので、以前、奈良交通のバスへの補助も含めてお話をい

ただいていたわけですけども、また、具体化いただきたいというふうに思います。  

 次に、１３ページの衛生費の関係で、塵芥処理費の関係なんですけども、きょう、

冒頭に町長のほうから、クリーンセンターの方向性について一定お話がございました。
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これは連合議会のほうでも正式にお話があったわけで、また、新聞報道もありました。 

 それでですね、クリーンセンターの運営そのものは連合の議題ではあるんですけど

も、いわゆるごみ収集の関係につきましては、町のほうで事務をしていただいており

ます。やはり今後、クリーンセンターが休止し、また民間委託という方向が進んでい

けばですね、実際、今の出しているごみがどういうふうになっていくのかいうことが

住民の方の関心事にもなってくるというふうに思います。一定、民間委託の決定など

の段取りというのは必要とは思うんですけども、今後、町民の皆さんにクリーンセン

ターの今後の方向性、また、それに伴う対応について、どのような形で説明であると

か周知のほうをされていくのか、その辺、担当課はどのようにお考えですか。  

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 岡本議員の質問にお答えさせていただきます。 

 収集につきましても東部のほうでやっていただいておりまして、東部と詰めさせて

いただいていますのは、収集カレンダーの日程調整というところの事務でございます。

あとは分担金ということで、請求に従いましてお金をお支払いしているという状態で

ございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 町長にもう一度確認もし、お聞きしておきたいんですけども、やはり住民の方の関

心でいえば、毎日のごみ出しがどうなるかということが大変大事になってくると思う

んですけども、以前にも一応確認はさせてもらいましたけども、今回、正式にそうい

った方向性を出されたこともありますので、今、カレンダーの日程調整のほうをされ

ているという話ですけども、基本的に、今の収集のカレンダーというのは踏襲されて、
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変更なくされていくということで、もう一度確認の答弁をいただきたいというふうに

思いますのと、それから、もう１点、これも確認なんですけども、この間、いわゆる

町内の中で粗大ごみの扱いにいろいろなお話が出ているということがあるようです。 

 具体的に言いますと、有料化になるんじゃないかといううわさといいますか、話が

ありまして、私も町内を歩いておりますと、何カ月か前ですけども、そういう話を聞

いたことがあるんです。そのときはそんな話は一つも聞いてませんからということで

お返しはしてたんですけども、ただ、結構確信的に言われるんですよ。だから、来年

４月からそうなるみたいな形で結構団体的に言われていたので、そういう動きがある

んだろうかという疑問を感じたんですけども、そういった動きが実際あるのかどうか

も含めてですね、やはり誤った情報がひとり歩きして流れていくとよろしくないと思

いますので、こういう公式の場で、あるんであればある、ないんであればないという

ことをはっきり答弁いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 お答えさせていただきます。 

 現在のところ有料化という形では何もございません。 

 今回上げさせていただきました補正予算につきましても、粗大ごみのほうは量がふ

えまして、粗大ごみの運搬、計量した分で各市町村振り分けするんですけど、和束町

から出てくる粗大ごみが多かったということで今回の補正予算になっております。  

 今ありましたように、来年４月から有料化ということはございませんけども、収集

日以外の日で、焼却場のほうで粗大ごみをお受けするんですね。そういった場合は持

ち込みごみということでお金をいただいておると。ですから、指定以外に出されて、

個人的に持っていかれる方については、お金をいただくというような形でとっており

ますの、そのあたりがもしかしたらごっちゃになっているのかなというふうに思って
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おりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 １点目でございます。収集に関してでございますが、基本的には、処分の仕方とい

いますか、施設でやる方法が変わるもので、収集については、カレンダーで住民の皆

さんにご案内をさせていただいておるわけで、基本的には、その内容が大きく変わる

というふうに思っておりません。これからプロポーザルを受けてどういう提案になっ

ていくのか、もう少し微調整の中で変わる場合があるかもわかりませんが、カレンダ

ーでもって収集をさせていただくということですので、だから、今から、住民にもっ

と説明をというところであるんですが、余り影響ないところに今まで説明してないも

んですから、そういうものは基本的には変わらないと、こういったご理解をいただき

たいと思います。 

 変わらないと言い切るよりも微調整である部分はありますが、基本的には変わらな

いということでご理解いただきたいと思います。 

 ２点目ですが、今、課長から答弁がありました。基本的には和束町で収集している

分と、先ほどもありましたように、業者が直接場所へ持って行かれます。持って行か

れる場合は、これは看貫ではかりまして、収入を従来からいただいておりますので、

これは別です。 

 今のご質問は、一般収集業務について言っておられることだと思いますので、それ

については、今、私どものほうでも議論はしておりませんし、議会のほうとも、そう

いう方向を示させてもらったことがないと思います。だから、今、そうして質問が出

てくるところは、どこから出てくるのか、私どもが知っている範囲じゃないんですけ

ども、正直なところ、私どもの内部の会議においてもそんな議論はしておりません。 

 周囲で利用料をとっておられるということで、ふえるんじゃないかという議論は議
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会の中でもあったように思いますが、そういうことでご理解いただきたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今、とりあえず一般の収集方法についても基本的に変更はないということでござい

ました。 

 あと、粗大ごみのこと、私もこれがどこから来ているのかよくわからないんですけ

どね、かなり断定的に言われる向きがありましたので、どこかでそういう議論でもさ

れているんだろうかというようにちょっと疑問に感じたので、そこははっきりとない

ということですので、そこはしっかり確認をしておきたいというふうに思います。  

 次にですね、保育所費の関係で１つお聞きしておきたいんですけども、来年度に向

けていろいろ保育所の体制等も検討されていることだと思うんですけども、いわゆる

時間延長について以前から保育所のほうとしての体制が整い次第、特に夕方の延長に

ついてはやっていきたいという意向は示してもらっていたんですけども、なかなか保

育士さんの確保が難しいということで具体化されておりませんが、その辺についての

見通しはいかがでしょうかう。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 お答えします。 

 来年度３１年度に向けて、町のほうで採用試験のほうをしていただきまして、この

間の日曜日ですかね、２次の面接試験も終わったと聞いております。それに向けまし

て人員配置のほうも来年度４月１日以降はできるかと思いますので、今、園長ともど

も保育園とそちらのほうについても研究・調査、また検討のほうをしているところで

ございますので、今この段階で何時までの延長をするとか、いつからするというのは
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はっきりと申し上げられませんけども、それについての準備については着々と今のと

ころ進めているところでございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 ぜひ具体的に時間延長というのが実現できますように検討のほうをよろしくお願い

したいというふうに思います。 

 それと、介護保険の関係で一つ課長にお伺いしたいんですけども、１０月からいわ

ゆるホームヘルパーの利用についての制限といいますか、そういった趣旨の法改正が

実施をされております。それで、実際、現場のほうでこのホームヘルプサービスの利

用についてどのように、今、取り扱いがされているのか、その辺をまず説明いただき

たいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 お答えします。 

 ヘルパーにつきましては、介護保険の制度の中でまず事業計画を立てていただきま

すケアマネジャーさんというのが１カ月間のサービスの利用の計画を立てていただき

ます。それに基づいてサービスを提供しているわけなんですが、おっしゃられますと

おり、１０月からの法改正で１カ月の上限というのが設けられました。ただ、それ以

上使ってはいけないというものではなく、それ以上使われる場合については、ケア会

議等で諮っていきながら、それが実際に適正であるかどうかと見た中で、町として一

定許可を出してその分を使っていただくということになりますので、必ずしもその上

限で制限してしまうというものではございません。 

 現在ですけども、今のところ１０月利用で翌月中にそれのサービスの報告をすると
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いうふうになっておりまして、もう既に３件ほどいただいている分があります。その

３件につきましては、うちのほうで審査した結果、適正であるということで、そのま

ま利用のほうを続けていただいているような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 まだ法改正自身が始まったばかりということで、まだ件数的にも少ないとは思うん

ですけども、ただ、やはりヘルプサービスについては在宅での高齢者の方の生活を支

えるという意味では大変重要なサービスになっております。そこに一定の制限がもし

設けられてですね、これまでよりもサービスが受けられないという状況になりますと、

やはり介護保険の趣旨にも反してくるということにもなりますので、今のところは、

一定、これまでどおりの判断でしていただいているという話なんですけども、今後と

もですね、やはりその方にとって必要なサービスというものが法によって制限される

ということがないように、その辺については取り扱っていただきたいと思うんですけ

ども、その辺もう一度答弁いただけますか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えします。 

 うちのほうでは、地域包括支援センターの職員中心に地域ケア会議というのを持っ

ておりまして、そこで要介護者の人の実際の介護度だけではなく、実際の体の状態と

かも担当ケアマネジャーさんに聞き取りまして、そこでサービスが適正であるかない

のかというとかも見させていただいておりますので、今のところ法改正で上限制とい

うのは出ていますけども、必ずしもそこでとめるというものでもございませんので、
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そこのところにつきましては、要介護者の方の家庭状況なり体の状態ですね、そのこ

とを十分見させていただいた中で、適正な給付のほうに努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 資料Ｎｏ.４３の８ページをお願いしたいと思います。 

 いつも町道山口線の拡幅工事につきましては、非常にご尽力いただいておりますこ

とに対してお礼申し上げたいと思います。 

 特に建設課長さんにお伺いしたいと思うんですけれど、今、カルバートを入れてい

ただいて、水道の本線を仮でひっぱっていただいておるわけなんですけれども、その

中の１軒の方なんですけども、朝早く出勤されます。時間帯でいえば６時ごろには家

を出られるというふうにおっしゃっておりまして、現在、仮設の水路、水をひいてい

ただいているわけなんですけども、その本線が凍って、現在のところ２回断水をした

と。朝、お茶も飲めず、顔を洗えず、歯も磨けず出ていったというようなことを聞き

まして、今こうやって予算を上げていただいて、これから工事請負費という形で請負

事業をしていただくわけなんですけども、今後の計画ですね、その辺をお伺いしたい

のと、凍らないようにはどのようにお考えいただいているのか、その辺、についてご

答弁いただきたいと思っております。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 お答えさせていただきます。 

 山口線につきましての工期ですけども、現段階では２月中旬をめどにということで
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事業を進めているところでございますけども、先般の委員会でも若干説明させていた

だきましたとおり、ちょっと現場に変更が生じる可能性が出てきているということで、

これが出てきますと、若干、工事期間が延びるということで、ことしの冬中というよ

うな思いではおります。３月の初旬が半ばぐらいまでということになると思います。 

 凍結の件ですけども、うちのほうに、済みません、一つもそういう連絡が入ってお

りませんので、今のところ確認はしておりません。 

 ただ、冬場の工事ですので、ある一定の保温の指示はしています。それで足らない

場合については、もう少し新たな方法も検討させていただく、もしくは、若干無駄な

話になりますけども、水滴程度で夜間、水を通していただくというような対応をして

いただくことにつきましては、個々の方と協議させていただくということでご理解願

いたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 ありがとうございます。 

 私もバケツでさきに水をくんでおくとか、自分の自己防衛というものを考えてやっ

ていただくようにはお願いしてたんですけれど、朝起きてみて忘れて、以外と寒かっ

て出えへんかったと、こういうことも多々起こってくることも予想されます。これか

ら暖かくなるんじゃなくて寒くなってきますのでね、特に朝方凍結するおそれが非常

に多うございますので、防護材というものを巻いてはいただいているんですけども、

その辺のことについてもう一度、近くの方とお話をいただいて、円満にご理解、ご了

解をいただきますようにお話をしていただきたいなと思っておりますので、よろしく

お願いしておきたいと思います。 

 それと、次にですね、一般会計の中で、１７ページです。 
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 災害対策費の中で、多分、木造住宅の耐震の問題だと思うんですけども、文章的に、

国のほうの予算で住宅建物安全ストック形成事業という項目で上がっているんですけ

ども、これは耐震改修事業とどのような形で分けておられるのか、その辺について事

業説明をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えいたします。 

 今回の１２月補正でお願いしておりますのは、去ることしの６月にありました大阪

北部地震を受けまして、京都府のほうで民間のブロック塀の緊急安全対策支援事業と

いう予算ができました。これにつきましては、京都府が４分の１の負担、また町村が

４分の１の負担、国のほうが２分の１を負担するということで、予算上６０万円とい

う形で上げさせてもらっておりますが、４件分。例えば、通学路の途中でブロック塀

が危ないということで、個人が改修される場合ですね、最大１５万円の補助金を出す

という制度でございます。その補助制度につきまして、和束町も今回の予算が通りま

したら要綱等を整理して、一定、希望のある方に対して交付をさせていただこうとい

うための予算でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ５番、岡田議員。 

○５番（岡田泰正君） 

 そうするとですね、私も記憶は新しく持っているわけなんですけれど、和束町にお

きましても、地震等で来た場合に倒壊するというような件数が４件ほどあるとおっし

ゃいましたけれども、これについてはこちらのほうからアプローチをかけて更新をす

るということじゃなくて、所有者の方からの要望に基づいて行うという事業なんです

か、どちらなんですか。 
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○議長（岡田 勇君） 

 総務課長。 

○総務課長（岡田博之君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 ブロック塀につきましては、建築基準法で一定規定が定められております。その規

定を超えた、違法じゃないですけども、一定危険なブロック塀につきましては、個人

が役場のほうに相談をされて、改修をしたいという内容で報告を受ければ、それに基

づいて和束町が一定支援をさせていただくという制度でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 それでは、１点だけ。一般会計の１４ページなんですけども、墓地整備事業補助金

ということで５万８,０００円と少額ではありますが、どのような事業を指しておら

れるのか説明願いたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 墓地整備につきましては、従前も区長さんから要望がございましたら、現場的に墓

地の整備事業補助金の目的に合致すれば出させていただいているもんでございまして、

これを白栖区のほうの墓地の横の木があるということで、その立ち木を伐採するため

の補助金でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 
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 わかりました。 

 それとですね、墓地というものは、園区も小学校の横に埋葬墓地がございます。そ

れは町持ち物ということで区が管理をしております。区長のほうから要望事項として

以前から上がっていると思うんですが、その埋葬墓地へ入る道、そこが要するに下が

削られて空洞になっていると。今、そこを子供が通学路として使っております。だか

ら、その辺もやはり墓地関係の事業として整備をお願いできないかと思うんですが、

いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（東本繁和君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 この事業の補助金につきましては、事業主体が区でやっていただいております。こ

こちらから主導的というんですかね、指針としてこちらが発注した工事ではなくて、

区のほうで工事をやっていただくものにつきましてですね、それの事業費の半額もし

くは５０万円、最高額までということで、２分の１の補助金を出させていただくとい

うことでございます。 

 もし、そういう形で地のほうの道を直していきたいということで、区のほうがそう

いった形で考えていただくんであればですね、そのあたりまたご協議いただけたらと

いうふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ３番、村山議員。 

○３番（村山一彦君） 

 わかりました。それでは、一応、見ていただいて合致すれば半分まで補助がいただ

けるということですね。わかりました。また、区長にお伝えしておきます。 

 ありがとうございます。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 １３ページの児童福祉総務費の中で、今回、簡易児童遊園の遊具撤去工事とて４３

万６,０００円が計上されておりますけども、この説明をお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えします。 

 これにつきましては、石寺区内桶売１番地にあります児童遊園になります。これに

つきましては、もともと設置が、うちのほうに設置されているというのと、石寺区の

ほうから、近年、子供さんの利用が全然ないというのと、地権者さんからそろそろ返

してほしいという話が秋ぐらいにあったということで、区の役員さんのほうでご相談

されて、地権者さんのほうにお返しするというので町のほうに相談がありまして、遊

具につきましては、町で設置させていただいているものでありますので、それを撤去

させていただくということで、今回、予算計上させていただきました。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 今回は石寺区における民地への遊園を撤去するということなんですけども、いわゆ

る町内で子供さんの数が減っていくという中で、ほかの各行政区の中でも、かつてあ

った簡易遊園等が、遊具の撤去であるとか、いろんな形で姿を消していくような状況

が続いているんですけども、ただ、やはりお子さんとか、また、お子さんを持つご家

庭の方から聞いてみますと、やはり一定そういう遊び場所であるとかいうものがなか

なかあるようでないと、町内のほうはですね。運動公園のいわゆる昔からあった遊具
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等もあるんですけども、この間、やはり外からの観光も含めてお子さんを連れてこら

れる、そういった方もふえてきているというふうに思うんですよね。それで、やはり

今後、お子さんだけではないんですけども、いろんな方がそこで憩えたりとか、また、

遊んだりとかいうことができるような一定のそういう遊具等も備えた遊園等の整備と

いうのも今後必要になっているんじゃないかと思うんですけども、町長、その辺いか

がですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 いわゆる子供の遊び場ということで、遊園地内で親子のふれあいとか大事だという

ことで、これは和束町としては早くから取り組んでまいりました。 

 この取り組み方には二つありまして、一つは、皆さん方で主体的に設置していただ

く中で、区と協議をして設置してきた経緯がありますのと、町が直営でやらせてもら

っているものがあります。そういう中で、今、言われたように、いずれのほうでも充

実させていこうということで、これは大事だというふうに位置づけて進めてまいりま

した。 

 ところが、当初には積極的に進めるほうがあったものですから、民地のほうにも借

りられたということでやられた。そのところが、今、公共用地に移転したときもある

んですが、今回のように、どけなきゃならない問題も出てくるわけです。これは過去

の設置の仕方にいろいろあったんでしょうけども、それでどうかやなしに、今、岡本

議員が言われますように、やはり子育て設備というのは大事なことでありますので、

これについては非常に今後も関心を持ちつつ計画的に、そして地元とも協議を進めて

やっていくということで考えていきたいと思います。 

 何でも「やめとこ」「やめとこ」と、こういう方法はとらないで、やっぱり大事に

して考えていきたいというように思っております。 
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○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 もちろん子育ての方だけではないんですけども、例えば、京田辺市の市役所周辺に

体育館とかプールとか、それから、それに伴ういろんな公園スペースがあるんですけ

ども、もちろん遊具も一定充実している部分もあるんですが、高齢者の皆さんも含め

て健康づくりであるとかストレッチも含めて、そういったことができるような器具と

かも置いてあるんですね。そこでいろいろと体づくりをしたりとかいうことも一方で

されているというようなことも聞いております。ですので、子供さんだけの問題では

ないんですけども、いろんな方が利用できるような、そういう公園というのも今後ぜ

ひ検討いただきたいというふうに思います。 

 次に、１５ページの土木費の関係で道路新設改良費のところで大きな減額になって

おりますけども、これはいろいろ項目が出ておるんですけども、具体的にはどの工事

に対する減額なのか、説明をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 

 岡本議員の質問にお答えさせていただきます。 

 土木費の道路改良費の減額でございます。これにつきましては、当初予算を組む段

階では、満額で組ませていただいております。例年ですと補正等もございまして、若

干のずれはあるんですけども、ここ数年大きな災害が発生したりとかいうことで、お

金の補正とかがない状況になって額が確定しましたので、減額をさせていただいたと

いうことでございます。 

 個別にいいますと、門前橋の落橋の関係の部分が１点、それから山口線の改良の関

係が１点、それから橋りょうの長寿命化の調査の関係を合わせてこの減額になってお
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ります。 

 当初では２億円ほど予算要求しておるんですけども、実際についてきたのは１億円

弱のお金になっておりますので、この減額になりました。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 一定、事業の内容の確定ということで、予算の確定を受けて減額ということで確認

しておきたいと思います。 

 それで、これは町道ではなく府道の関係になるんですけども、特にこの間、住民の

方からよく触れられるというのは、もちろんトンネルのこともあるんですけども、む

しろ今、いわゆる瓶原大橋から井平尾のほうの部分というのが長きにわたって工事が

されてないということで、結局あれはどうなったのかということをよく耳にするんで

すね。 

 １１月ぐらいに京都府のほうにたまたま要望で行くことがありまして、その辺の見

通しについてお話を伺ったことがあるんですけども、もちろんあれで終わりではない

という話はされるんですけども、ただ、いつ完成するのかという点でいうと、余り見

通しがないという話をされたんですね。その辺、やはり以前から町の玄関口でもあり、

また出口でもあるんですけども、大変あそこの部分についてのごみの不法投棄の場所

になってしまっているということも含めてですね、早急に整備いただきたいという声

もよく聞くんですけども、それは現時点でどのような状況になっているのか、町とし

てつかんでいることがありましたら説明をお願いしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（馬場正実君） 
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 はい、お答えします。 

 現時点、１２月の時点での私のところに情報収集している部分でお答えさせていた

だきます。 

 本年度の工事につきましては、来年度の国債と合わせまして６,０００万円の工事

が発注されます。この工事につきましては発注済みで、工事の着工については、私の

ほうには来年の１月７日からの工事をするというように聞いております。現場に入る

のはもうちょっと遅くなると思いますけども、ただ、工事につきましては、まだ瓶原

大井手水路の補修工事が終わっていないという状況がありまして、今年度はほぼその

工事に公費を費やすという形になるということで確認をしております。 

 先ほどから言われてます、遅れている工事の関係ですけども、確かにうちとしまし

ても、平成３２年までにはほぼ工事が完成するだろうという見込みで当初は動いてお

ったり、２８年に完成するというような話があったりとかいろいろございましたが、

一番大きな原因としましては、先ほどの道路改良のところでもお答えしましたように、

国の交付金事業となっております。交付金の事業の関係で、災害等に交付金事業が回

っている中で財源がなかなかつきにくいと説明の中に受けております。それと合わせ

まして、山城南土木事務所管内の他の工事とのバランスの関係があって、なかなかこ

ちらのほうにお金が回ってないという話も出ております。 

 残すところの工事でございます。あと約５億円ほど残っているということで確認を

しております。 

 この工事につきましては、今年度に上の段を終わらせて、その後、下部の法面を切

り出してくるということで工事を動かしていただくと。 

 ただ、うちとしましても、あのままの状態でいつまでもいつまでもということは困

りますので、できるだけ早い時期に何とかしてほしいということは町長のほうからも

十分要望していただいています。 

 もう１点、木津川市から来た一番きついカーブ、そのカーブをさきにとってくれと
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いう話で、今、工事の方法のやり方を要望しておりまして、まず、今の上部が終われ

ばそのまま直下の下部をやっていって、だんだん中へ入ってくるというような工法で

今、動かしていただくということで私のほうには情報が来ておりますので、今後も引

き続き強く強く要望しながら、現地の工事の進捗を見守りたいというように思ってお

りますので、ご理解のほうをよろしくお願いします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 これもトンネルに匹敵するほどといいますか、事務的に関心も大変高い箇所でして、

町としてももちろん大変力を入れて要望をいただいているというふうには思うんです

けども、ただ、やはり京都府のほうの土木事務所のほうも、もちろんやろうという気

はお持ちなんですけども、なかなか完成のめどというものを持っておられないという

状況が先日のお会いしたときにちょっと感じたことなんですね。そういう意味では、

和束町としては大変重要な箇所であるということも含めて、町としては十分ご存じと

は思いますけども、町長として、その辺、京都府に対して早期の完成という点で、も

う一歩要望いただきたいと思うんですけども、町長、いかがですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 お答えいたします。 

 今も答弁ありましたように、制度上で交付金事業を受けてやるということで、この

交付金というのは非常にいろんな事業に着手できるわけなんですが、いわゆる手を広

げ過ぎて集中してないという欠点があります。だから、補助金は過少決定をしてやり

ますから、計画どおりいけるんです。だから、まず一つは、これは今、入り口だけの

交付金じゃないわけです。先ほど課長も答弁しておりましたように、門前橋もですね、
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半分して半分仕上げてほっとかなきゃならん。あれも交付金事業であります。この補

助金であれば集中して全部完成させるんですけども、交付金が、そういう制度上の一

つに私も問題があるということで、これが制度上と。 

 もう一つは、先ほども課長も答弁しておりましたように、国のほうでは、災害が起

こったら、いわゆる全額はそれに変えないわけです。だから、今までやろうとしたと

ころを災害へ行ってしまったと、こういうことで、今、京都府でやっておられる事業

も、京都府だけやなしに和束町でやっている事業も非常におくれているというのは、

そこに大きい問題があります。 

 だから、そこでこれは国のほうへ道路関係、国土へ行ってますが、国土の強靱化、

こういうことを国は強く言っておられるわけですから、だから、まず一つは、トンネ

ルも合わせてですが、災害が起こったときに孤立するような地域があるという実態を

国は知っておられるかということでお尋ねし、やっぱり強靱化していこうというなら、

まずここへ予算を配分すべきやということで、これは強く要望しております。  

 だから、国への主たる要望は、ここに置いておりました。国はここのところを大体

箇所もわかったというような話ですが、なかなかそういう状況にはならないわけで、

それで国土交通省も、町長、財務省のほうへ一緒になって要望を頼みますということ

で、今、財務省のほうへやっております。それで、京都府と一緒になって、今、京都

府も、これはむしろ土木のほうの所長と話ししているんですが、所長のほうもやらん

ということじゃないんです。何とか予算を確保して早やりたいということですから、

これは町長、そっちのほうと一緒になって要望活動のほうをお願いしますということ

で、むしろ向こうも要望活動を言われておりますので、これは和束町にすれば一番重

要な要望と位置づけて、現在、要望活動をしております。 

 それは府だけはありませんし、国だけではありません。京都府も知事はそういう観

点で、今、国のほうへ要望していただいております。 

 しかしながら、現在の予算は、先ほど言いましたように、今年度と次年度を合わせ
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て６,０００万円なんですが、あの工事というのは、いろんな工法がありまして、擁

壁も特殊工でやっております。そして、もう一つは河川のほうへ広げていかなきゃな

らない。 

 もう一つは、撰原の水路を改修しなきゃならない。それも、トンネルで改修しなき

ゃならない。経費が見えておらないんですけども、経費が非常にかかる。こういうの

があって、そして交付税で確保できない、こういう問題点を抱えています。しかし、

問題点があるということで、今、言われるように、ほっとくわけにいきませんので、

私は一日も早いこと、おとついもそんな話で土木のほうと話しする機会があったんで

すが、そういった中で要望しているところでありますので、この辺についてはさらに

ご支援をいただけたらと思っております。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 いろんな現状について、今、説明いただいて、よくわかった面もあるんですけども、

もちろん予算的にも、工法的にもかなり大きな事業だという中で、なかなか思ったよ

うに進まない部分もあるんですが、ただ、あそこは本当に、これは道路の問題ではな

いといえばそうなんですけども、ごみがとにかくすごく捨てられるんですね。何回も

掃除されて、またしばらくしたら落ちてくるというね、大変見苦しい箇所になってし

まっているんですね。 

 それはやはり工事の完成が進まないということはいろんな事情はあるでしょうけど

も、ただ、やはりそこの管理については京都府も含め、また木津川市も含めてですね、

そういうふうにならないように連携いただいて、一定、きれいな状態を保てるように

要望をしていただきたいなというふうにそれは強く要望しておきたいというふうに思

います。 
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 あとですね、診療所の関係なんですけども、今ちょうどインフルエンザの予防接種

が１１月から始まっていると思うんですけども、ちまたではワクチンが不足している

というようなお話も聞くんですが、現在の町としてのその辺の状況はどういうような

のかお聞きしたいと思います。 

○議長（岡田 勇君） 

 診療所事務長。 

○診療所事務長（久保順一君） 

 はい、お答えします。 

 現在のところ、ワクチンのほうの納入のほうは滞っていたんですけども、先週から

入るようになったと。現在のところ、診療所も確保しております。人数としては３０

人程度のワクチンを接種できる分は確保しております。 

 聞くところによりますと、１２月の中旬ぐらいまでは少し供給がなかなか進まなか

ったんですけども、現在のところ、順調にワクチンのほうは需要できる状態になった

というふうに聞いております。 

 以上でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 去年も含めてですね、ワクチンの出がよくないということで、予約してもなかなか

行けないというような状況を耳にするところもよくあります。そこは厚生労働省のほ

うの動きと関係がありますので、ここだけでどうこうというのは言えない部分もある

と思うんですけども、時期がかなり決め手になりますので、流行してから打っても、

打たないよりはいいかもしれませんけども、大変時期の問題もありますので、安定し

て供給できるように努力していただきたいというように思います。 

 それと関連してですね、これは福祉課長にお聞きしておきたいんですけども、やは
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りインフルエンザの予防接種については、高齢者については一定の補助のほうをして

いただいて、子供さんについても、乳幼児まで一定の補助をしていただいております

けども、繰り返し言っていることですけども、ワクチンの設置についての補助の拡充

ですね、年齢自身の層を広げるであるとか、あと、補助額ですね。 

 最近、やはりワクチン自身の額が高騰しておりまして、以前に比べると大変高い状

況がございます。今、子供でいいますと１回１,５００円の補助をいただいているん

ですけども、以前に比べるとやはり補助率が低くなっているというように思うんです

ね。それも含めてですね、補助を拡充されているところは義務教育まで補助をすると

かという自治体も多くありますし、補助の額も増額しているところもありますので、

ぜひ、今自身は間に合わないとは思うんですけども、来年度に向けてその辺の拡充に

ついて検討いただきたいと思うんですが、その辺いかがでしょうか。 

○議長（岡田 勇君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 拡充につきましてですけども、近隣の動向を見ながらということも考えてはいるん

ですけども、医療機関によりまして接種費用というのもまちまちでございますので、

当然ながらですけども、今年度につきましては補助率とかの変更のほうは全然考えて

はおりません。今後につきましても、国や京都府とか近隣市町村とかの動向を注視し

ながら、また調査を続けていただきまして、今後どうなるかわかりませんけども、そ

ちらのほうについてもまた調査研究のほうは続けていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑の途中ですが、ただいまから２地２５分まで休憩します。 

休憩（午後２時１５分～午後２時２５分） 
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○議長（岡田 勇君） 

 休憩前に引き続き、質疑を再開します。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先ほどインフルエンザのワクチンの接種補助についてお願いしたわけですけども、

もちろんワクチン接種いうのは予防にかかわることです。 

 今、町のほうでは１８歳まで、ことしから医療費のほうは無料ということで努力い

ただいているんですけども、それと比べても、この辺の補助が大変おくれているとい

うふうに思うんですね。やはり一定予防ができれば医療費の支出のほうは減っていく

わけですから、やはりそういった関係もあると思うんですね。ですので、近隣もそう

ですけども、やはり全国的に状況も見ていただいて、義務教育終了をやっているとこ

ろでは主流になっております。ですので、せめてその辺までは検討いけたらと思いま

すので、これは要望しておきたいというふうに思います。 

 それで、あとですね、これは一般会計でいいますと１３ページの環境衛生費の下水

と簡易水道の繰出金や、また簡易水道、下水道事業とかかわることなんですけども、

確認も含め課長にお聞きしておきたいと思います。 

 いわゆる一般質問で今後の簡易水道の料金見直しについて議論させていただいたん

ですけども、そのもとになっています経営戦略ありますね。その中に水道料金の値上

げとはまた別に、いわゆる上水道、また下水道も今後入るのかもしれませんけども、

いわゆる公営企業会計の移行という問題がその中でも触れられております。 

 法律では、人口３万人以下の下水道等の事業について、公営企業適用を平成でいい

ますと３２年４月１日までに移行することとしているというふうに聞いているんです

けども、その辺の検討というのは、現在、町当局はされているんでしょうか。  

○議長（岡田 勇君） 

 建設事業課長。 
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○建設事業課長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 今、岡本議員からの質問でございますけども、これにつきましては、先般の国の法

律改正、水道法の改正等に絡みましての話になっております。 

 先ほど推測されていましたように、水道、下水道の広域化というのが今テーマにな

っておりまして、これについては検討しております。立地的な問題もありまして、和

束町は広域で府営水道とつなげるのかと。それから、また、下水についても府営の下

水につなげるといいますとなかなか難しいというところであるのは現実でございます。

それだけではなかなか難しいということで、検討しながらもなかなか前に進まないと

いうような状況でございます。 

 ただ、和束町としましては、笠置町、南山城村と東部３町で物品の購入等々につい

て広域的な範囲ができないかというような想定とか、それから、また今後、一般管理

的なものであったりとか、それから緊急業者等の広域とかいうのも含めて検討は加え

ていきたいということで、今、動きはしておりますが、公営企業会計につきましては

独立採算制になりますので、現時点では一気に移行というのはなかなか難しいという

ような状況にあります。 

 ただ、法律制度の動きの中で、総務省ないし厚労省のほうからは企業会計へ移動さ

せというような行政指導とは言いませんけども、そういうような指示指導は出ている

のは現実でございます。 

○議長（岡田 勇君） 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 先般の水道法の改定に伴って、民営化の問題、また広域化の問題というのが各自治

体に問われてくるというのは、そのとおりだというふうに思いますし、早速、京都府

のほうが、今、触れられましたように、広域化という点で一定の方針を今後出そうと
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いう動きが強まっております。 

 先ほど課長が、広域化といいましても、和束町の場合ですね、どこと水道としてつ

ながるのかというのは大変しんどいものがありますし、なかなかイメージがわきにく

いということがあります。実際、和束町の簡易水道としては町内では統合を広域化と

いう意味ではしているわけで、これ以上、どこかのまちと統合するということは、物

理的には難しいことがあるんではないかと思うんですね。 

 ただ、今、言われたように、施設的な部分ではそうですけども、例えば、人員の問

題とか技術的な問題とか、そういったものを例えば広域的に対応するということが可

能になるんじゃないかというふうにも思うんですけども、町長にそこをお聞きしてお

きたいんですけどね、京都府は、今、国の法改定も受けて、まず広域化を進めたいと

いう方針を持っておりますけども、広域化というのは、逆に言えば、そこの間、北海

道で地震のときに、あれは電気ですけども、ブラックアウトということが起きて、広

域的なシステムに大変問題があったということもありましたし、それから、安倍総理

の地元、山口県のほうで事故がありまして、それに伴って水道の関係が破壊されて、

いましばらく断水になってしまったと。そこは大変広域的な運営をしていたという意

味で復旧がおくれたということで言われております。そういう意味では、いろんな災

害とか今後のことを考えますと、余り広域化ということも推し進めていくと、やはり

丁寧な地域の対応ができなくなってしまうということも考えられると思うんですね。

そういう点で、町長は、今、京都府がまずは広域化でという方向を示しておりますけ

ども、その辺、町長はどのようにお考えですか。 

○議長（岡田 勇君） 

 町長。 

○町長（堀 忠雄君） 

 はい、お答えいたします。 

 先ほど課長も答弁いたしましたが、今やっておりますのは、質問にもありましたよ
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うに統合というのを進めてまいりました。そして、統合することによって、今まで特

別簡易水道的な扱いであったのが簡易水道としてこれからやっていけると、こういう

ように思っております。立地的に管を通して水源を一つにすると、さらに統合という

のは、考え方としてはわかるんですが、現実的にまだ簡単に次の段階というわけにい

かないと。 

 岡本議員は、水道料の値上げとよく話しされますが、和束町は水道料は高いという

ところはあるんですが、これもご案内のとおり、和束町は水道料の値上げを考えてお

られるのは、管路が古くなってきたと。これから整備にいろいろ金がかかる。だから、

水道料を上げていかなきゃならんと。そして、広域でやらなきゃならんと、そういう

方針が全国的に平均的な考えで、今、述べられております。 

 和束町は既に先行でなく統合でやってきて、石綿管からふつうにやってきたと。そ

して、まださらに統合によることによって管路も新しくやりかえている、その経費が

非常に高くついてきていることは事実なんです。だから、よそのやってないところよ

りも水道料金というのは、ああいう戦略を考えると単価を上げざるを得ないような方

向にはあるんですが、それはやっぱり努力しようという。努力の中には特別簡易水道

からふつうの簡易水道って、どこまでの国の制度としてのいろんなメリットがあるの

か、これも検討していかなきゃなりませんし、そして、今、言われたように、完璧に

全部を統合するということやなしにですね、一つは運営の統合もあるんですね。今、

言われましたように、和束町は今まで二つほどやっていたわけです。だから、そうい

うことも含めながら慎重に検討すべきです。 

 京都府は全体的に言っておられますが、和束町としては、今、申し上げたような特

別に取り組んできた問題もありますので、やっぱり和束町なりに考えていかなきゃな

らないと、このように思っておりますので、そういう方向で進めていきたいと思いま

す。 

○議長（岡田 勇君） 
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 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 こういう問題はまた私も勉強させていただいて、今後、料金の問題もありますけど

も、やはり一番身近な命の水というものをどう守っていくかということが、今回の国

の法改正でいいますとほとんど抜け落ちたかと思うんですね。そういう中で制度だけ

が変わって、民営化とか公益化を進められるような土台だけはできてしまったという

のが今回の法改定だというように思うんです。 

 いわゆる公営企業会計への移行についても、先ほど言われたように独立採算制とい

うこともあって、大変料金にはね返ったりとか、いろんな意味で大きな問題を抱えて

いるというふうに言われてますし、この会計の導入というのは、いわゆる民営化のほ

うに持っていきやすいという、そういったことも言われております。だから、いわゆ

るそこを変えていきながら民間にお渡ししていくという条件整備というかね、そうい

った側面もあるというふうにも指摘をされております。 

 そういう点では大変問題の多い制度でもありますので、今、町長が、広域化も含め

て、一定慎重に、町は町としての事情を見ながら検討したいというふうに言われまし

たんで、そこはやっぱりそういう答弁として受けとめておきたいと思うんですけども、

基本として地域の水をちゃんと守っていくということを今後ぜひその姿勢そのものは

堅持してやっていただきたいというふうに思いますので、そこは強く重ねて要望だけ

して、質問を終わりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡田 勇君） 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 討論なしと認めます。 
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 討論を終結いたします。 

 これより、採決いたします。 

 採決は１件ごとに行います。 

 議案第４１号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第４号）を原案のとおり決

定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４１号 平成３０年度和束町一般会計補正予算（第４号）は、

原案のとおり可決されました。 

 議案第４２号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）を原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４２号 平成３０年度和束町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第４３号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を原

案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４３号 平成３０年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第４４号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第３号）を原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

 起立全員です。 

 したがって、議案第４４号 平成３０年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第

３号）は、原案のとおり可決されました。 

 議案第４５号 平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３号）を原案の

とおり決定することに賛成の方は起立願います。 
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 起立全員です。 

 したがって、議案第４５号平成３０年度和束町介護保険特別会計補正予算（第３

号）は、原案のとおり可決されました。 

 日程第８、発議第９号 学童保育の国基準の堅持を求める意見書を議題といたしま

す。 

 提案理由及び議案の説明を求めます。 

 ６番、岡本議員。 

○６番（岡本正意君） 

 発議第９号についての提案理由を申し上げます。 

 学童保育は、放課後の子供たちの豊かな生活を保障し、保護者が安心して働ける環

境を保障する事業です。それを担い支える指導員の専門性を確保し、十分な体制を整

えることは学童保育の質を維持し、充実させるために必要不可欠なことです。  

 ところが政府は、事業の質を保障するための基準をたった３年で廃止し、子供たち

の豊かな生活を保障する責任を放棄する動きを強めております。これは、子供たちの

命や安全にもかかわる重大な後退です。 

 和束でも多くの子供たちが利用する学童保育の質を守り、充実させていくためにも、

基準を廃止しようとする政府のやり方は見過ごせません。 

 以上の理由から本意見書を提案するものです。 

 それでは、配付しております文章を読み上げまして、提案とさせていただきます。 

 発議第９号 

学童保育の国基準の堅持を求める意見書 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第１項の規定に基づき提出します。 

 平成３０年１２月２０日 

                     提出者 和束町議会議員 岡本 正意 

 和束町議会議長  岡田 勇 様 



― 74 ― 

学童保育の国基準の堅持を求める意見書 

 政府は、２０１５年度に「従うべき基準」として制定した国基準を廃止し、拘束力

のない「参酌すべき基準」に変更する方針を打ち出し、来年の通常国会に関連法の改

定案を提出するとしている。現行の「従うべき基準」では、１教室に放課後児童支援

員を原則２人以上配置する、同支援員は保育士や社会福祉士の資格を持つとともに、

都道府県知事の研修を修了するなどしており、保育の質的保障の根拠になっている。

基準が廃止されれば運営基準は自治体の自由裁量となり、無資格の指導員１人体制の

保育も可能となるなど、学童保育の質の低下の危険が拡大することは明らかであり、

到底容認できない。 

 質の低下は、そのまま子供たちの生活、命と安全の問題に直結する。全国学童保育

連絡協議会が「従うべき基準を廃止または参酌化することは、全国の学童保育の質に

一層格差を生み出すことになり、子供たちの成長・発達及び安全確保に困難を強いる

もの」と決議するなど、現場での不安も大きくなっている。政府は地方での職員不足

等を口実にしているが、その大きな原因は、職員の多くが非正規で低賃金など労働環

境の劣悪さにあり、安心して働ける労働環境や処遇の改善こそすべきことであり、そ

の問題に応えないでの基準廃止は本末転倒である。 

 政府におかれては、現行の「従うべき基準」を堅持し、労働環境の抜本的な改善を

進め、働く保護者の安心と子どもたちの豊かな生活に責任を持つことを強く求める。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成３０年１２月２０日 

 内閣総理大臣  安倍 晋三 様 

 財 務 大 臣  麻生 太郎 様 

 厚生労働大臣  根本  匠 様 

                           京都府相楽郡和束町議会 

 よろしくお願いします。 
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○議長（岡田 勇君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 質疑なしと認めます。 

 質疑を終結いたします。 

 これから討論を行います。 

 ６番、岡本議員。 

 賛成ですか。 

○６番（岡本正意君） 

 賛成です。 

 発議第９号 学童保育の国基準の堅持を求める意見書に賛成の立場から討論いたし

ます。 

 就学童保育は、働きながら子育てする保護者の子供たちの放課後や夏休みなどの１

日の生活を豊かなものにするとともに、安心して働ける環境を広げることを目的に、

全国的な行政としての事業は１９６０年代から始まり、和束町でも１９９８年に学童

保育がスタートし、今では子育て支援の重要な事業としてなくてはならないものとな

っています。 

 学童保育は、子供たちの生活、遊び、学びなどに対する高い専門性が求められます

が、長年にわたり明確な基準がないまま事業が行われてまいりました。指導員の処遇

改善など事業の充実を求める声の高まりの中で、３年前にようやく「子ども・子育て

支援法」で位置づけられ、児童福祉法に基づく省令で、職員の資格と配置について

「従うべき基準」が定められました。和束でも、以前は指導員の処遇は全てアルバイ

トでしたが、少しずつ改善され、現在は、基本的に複数の嘱託職員が配置されるよう

になりました。 

 ところが政府は、現場の「人手不足」を口実に、ようやく規定した最低限の基準を
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たった３年で廃止し、「従うべき基準」を「参酌基準」に後退させようとしておりま

す。現行基準では４０人以下の学童保育に２人以上の指導員を配置し、うち１人は

「放課後児童支援員」の有資格者を配置するとしておりますが、参酌基準になれば無

資格で１人体制も可能になります。そうなれば学童保育は単なる一時預かり所になる

とともに、豊かな生活づくりどころか、子供たちの命や安全の確保さえままならなく

なる危険性が拡大します。 

 学童期の子供たちの育ちは複雑でありまして、多忙化する学校生活の中で多大なス

トレスも抱えております。そのような子供たちを丸ごと受けとめ、専門性も生かした

生活や集団づくりを担う指導員の役割はとても大切であり、子供たち育ちにも大きな

影響を与える存在でもあります。 

 和束町の学童保育も欠員の嘱託指導員の補充がままならないなど、確かに「人手不

足」です。しかし、やるべきは「人手不足」を口実にした質の低下ではなく、指導員

の思い切った処遇改善こそにあります。指導員が確保できない背景には、多くが非常

勤やパートなどの処遇で、長期的に安定した雇用形態になっていない現状がございま

す。そこにこそ「人手不足」の本当の理由があり、安上がりでの人集めではなく、処

遇改善による安定した雇用形態にするための支援こそ政府は強化すべきです。その意

味からも、基準の廃止、参酌化は明らかに逆行でしかありません。 

 先日、政府は今後５年間で２７兆円もの予算を軍事費につぎ込むとの報道があり、

波紋を広げておりますが、そのほんの一部の予算があれば学童保育の充実は十分に図

れるのではないかと思います。子供たちの豊かな育ちと保護者が安心して働ける環境

を保障する上でも、現行の基準は最低限の基準であり、堅持すべきものであることを

重ねて申し上げまして、賛成討論といたします。 

○議長（岡田 勇君） 

 ほかに討論はありませんか。 

 討論を終結いたします。 
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 これより、採決いたします。 

 発議第９号 学童保育の国基準の堅持を求める意見書を原案のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

 起立少数です。 

 したがって、発議第９号 学童保育の国基準の堅持を求める意見書は否決されまし

た。 

 日程第９、委員会の閉会中の継続審査・調査についてを議題といたします。 

 各委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付の申し出一覧表のと

おり、閉会中の継続審査・調査の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長の申し出のとおり、委員会の閉会中の継続審査・調査に付することにご異

議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査・調査に付することに

決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会に付された事件は全て議了いたしました。 

 したがって、会議規則第７条の規定により、本日をもって閉会したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、今期定例会は、本日をもって閉会することに決定いたしました。 

 町長、挨拶。 

○町長（堀 忠雄君） 

 閉会されるに当たりまして、一言お礼のご挨拶をさせていただきたいと思います。 

 まずは、今回の議会におきまして提案させていただきました議案につきましては、
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全議案につきまして承認、また同意をいただきましてありがとうございます。今回の

議会を通じても、いろいろと和束町には多くの課題を抱えております。これを１つ１

つ乗り越えていくためには、議員各位のご指導、ご協力なくしては進まないと、この

ように思っているところであります。これからも引き続き、町行政にご指導、ご協力

賜りますようお願いいたします。 

 さて、年の瀬も迫り、きょうは雨ですけど、非常に寒さも厳しくなっております。

どうぞお体には十分気をつけていただき、新しい年を迎えられることをご祈念申し上

げまして、簡単でございますが、閉会に当たりましてのお礼のご挨拶とさせていただ

きます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡田 勇君） 

 これをもちまして、平成３０年和束町議会第４回定例会を閉会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

午後２時５１分閉会 
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